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前回作成したプロキシサーバー

では、他のWebサーバーにアクセ

スするためにWebClientクラスを使

用した。WebClientクラスはHTTP

プロトコルが実装されているので

プログラムの記述が簡単になる。

とはいえ、プロキシサーバーのクラ

イアント部として使うと、一部、適

切に表示できないページがあった。

そこでSocketクラスをクライアン

ト部にも用いたのが今回紹介する

プロキシサーバーである（図1）。Soc

ketクラスを使用する場合、Webブ

ラウザから受け取った要求をその

まま別のWebサーバーへの要求に

まわすので、Webブラウザの偽装

の役割は果たせなくなるが、より

多くのWebページに対応できるよ

うになる。

これで、前回のプロキシサーバー

では表示不可能だったYahoo!の会

員サイトも表示できるようになる

のだが、たとえばHotmailは使用す

ることはできない。Hotmailを使用

するにはHTTPのCONNECTコマ

ンドを実装する必要があるので、こ

れも対応したのだが、Hotmailが使

用するMicrosoftのオンライン認証

サービス「パスポート（Passport）」

を通らないようである。また、いく

つかのページでは表示にやけに時

間がかかる場合もあるなど、実用に

使う上でいくつかの問題点がある。

ところで、プロキシサーバーを作

ることに興味を持つ読者がいるの

か少々疑問なのだが、プログラマ
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図1：プロキシサーバー



148 Windows Developer Magazine

ブルなプロキシサーバーはあまりないので、案外、要望

はあるのではないかと考えている。たとえばWebサー

バーの場合、IISならばWebアプリケーションやフィル

タアプリケーションを開発できるので大概の要望はIIS

の機能で実現できてしまう。自作のWebサーバーだから

できるという点が、あまり思いつかない。

社内からのインターネットアクセスを、複雑な規則を

用いて制限したい企業ユーザーや、あるいは子どものイ

ンターネットアクセスを制限したい親がいることなどを

考えると、.NET Framework用のソースコードが公開さ

れたプロキシサーバーの存在には意味があると考えたの

である。プロキシサーバーはWebブラウザからの要求と

Webサーバーからの応答を完全に管理できるので、プロ

グラムを書かないと実装できないような複雑な規則を

使ってインターネットへのアクセスを制限することがで

きる。

今までSocketサーバープログラミングのテンプレート

であるAST（Asynchronous Single Threading）サー

バーを使ってサーバープログラムを作ってきた。また、

ASTサーバーを紹介した2006年4月号では、非同期通信

クライアントプログラムテンプレートであるAsyncクラ

イアントを同時に紹介した。しかし、これをプロキシ

サーバーのクライアント部に使うには、かなり工夫する

必要がある。というのはAsyncクライアントはあくまで、

1アプリケーション1接続として設計されているからであ

る。プロキシサーバーの場合、複数のWebブラウザから

同時に要求があった場合、同時に複数のクライアントで

目的のWebサーバーに接続しないといけない。

今回のプロキシサーバーでは「Form1」フォームとは

別に「Module1」モジュール（Module1.vb）に、クライ

アント部の機能を集中させている。「Module1」モジュー

ルは、Asyncクライアントの「Form1」フォーム（Form

1.vb）から、フォームのためのプログラムコードを削っ

たものがベースとなっている。これでひとつのアプリ

ケーションで複数のクライアントSocketを使用すること

が可能になる。

Socketクラスを同期通信で使う場合に比べて、非同期

通信で使う場合はプログラムの実装がやっかいである。

接続、データの受信、データの送信といった各処理の開

始と実行を別のプロシージャに実装しなければならない

ということがその最大の理由である。そして、データの

受信処理時にプロシージャの引数経由で渡されていく一

時保存したデータとSocketオブジェクトを格納している

オブジェクトの扱いがまた複雑なのである。このオブ

ジェクトはASTサーバーでは「StateObject」クラスとし

て実装している。クライアントでひとつの接続しかない

場合、たいした問題はない。データの受信時に呼び出さ

れるイベントプロシージャで、受信したデータを「State

Object」オブジェクトに投げ込んでいくだけだからであ

る。対象となる「StateObject」は、この場合別に引数で

渡さなくていい。しかし、サーバー側で複数のクライア

ント接続を受け付ける場合や、複数の接続を持つ場合

「StateObject」オブジェクトは、それぞれの接続に対し

てひとつずつ用意する必要がある。話が複雑になるのは

複数の接続をした場合に、それらに対応した「StateOb

ject」オブジェクトを識別するために、通常では引数で

渡し続けることが必要だからである。

プロキシサーバーの場合、どのように「StateObject」

オブジェクトが使われるかを考えてみよう。

プロキシサーバーはWebブラウザからのリクエストを

受け取る。この時点で、受信したリクエストを格納する

ための「StateObject」オブジェクトが必要である。各接

続ごとに「StateObject」オブジェクトはいくつも生成さ

れるので、コールバックプロシージャで正しい「State

Object」オブジェクトを引き続き利用できるように、通

常はコールバックプロシージャの引数に指定される。

データ受信時に呼び出されるコールバックプロシー

ジャの中で、プロキシサーバーはターゲットとなるWeb

サーバーにWebブラウザからの要求を転送し応答を待

つ。このときにWebブラウザからの接続に対応した別の

「StateObject」オブジェクトが必要となる。

さて、Webサーバーからの応答を受け取るのは、クラ
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